
662024
令和 6 年

No.224

2024
令和 6 年

No.224 JuneJuneJuneJuneJune

田植え体験学習田植え体験学習



2広報きほく2024年6月号

　今回の水産コラムは「クルマエビ」です。天然物のクルマエビは水揚
げが少なく、市場に多く流通しているのが養殖物で、天然物は最高級
品とされています。
　体長は15cmから20cm程度が一般的ですが、大きいものになると
30cm になるものもいます。体色は透き通った褐色に黒いしま模様が
入っています。このしま模様の体で丸まった姿が車輪に見えることか
らクルマエビと呼ばれているそうです。また、サイズによって「サイ
マキ」、「マキ」、「クルマ」と呼び方が変わるのも面白いですね。
　クルマエビは湾内の砂底などに生息しています。昼間は砂に潜りじっ
としていて、夜になるとエサとなる貝類や藻類を探して海底を徘徊し
ています。天然物のクルマエビの旬は6月から 8月までです。新鮮な刺
し身もおいしいですが、加熱すると甘みが出るので塩焼きや天ぷらな
どもおすすめです。
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広報きほく6 月号 ～ Content s ～

はいかい

田植え体験学習

船津小学校 5・6 年生の児童が中里の松永さんの田

んぼで田植え体験をしました。ぬかるんだ泥の感

触を楽しみながら一生懸命に苗を植えていました。



3 広報きほく2024年6月号

職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

防
災
等
見
守
り
支
援
員
・
・
・
１
名

応
募
資
格
お
よ
び
要
件

〇
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
条

項
）
に
該
当
し
な
い
方

〇
地
域
の
避
難
路
な
ど
の
現
状
確
認

と
課
題
の
把
握
お
よ
び
簡
易
な
修
繕

な
ど
の
作
業
が
で
き
る
方

〇
各
地
区
の
自
主
防
災
会
と
の
連
携

が
で
き
る
方

〇
地
域
の
見
守
り
活
動
（
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
、
街
頭
指
導
な
ど
）
が
で
き

る
方

〇
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
所
有
ま

た
は
取
得
見
込
み
で
、
心
身
と
も
に

健
全
で
明
る
く
町
民
に
対
し
丁
寧
に

対
応
で
き
る
方

応
募
期
間

６
月
３
日
（
月
）
〜
17
日
（
月
）

※

土
・
日
曜
日
を
除
く

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

試
験
日
時

６
月
21
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
〜

会
場　

紀
北
町
役
場
２
階
２
０
１
会
議
室

試
験
内
容　

作
文
試
験
・
面
接

提
出
書
類
（
各
１
通
）

①
申
込
書
兼
履
歴
書

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
証
の
写
し

※
①
の
様
式
は
、
本
庁
危
機
管
理
課

お
よ
び
海
山
総
合
支
所
総
務
室
で
交

付
し
ま
す
。

※

業
務
内
容
、
勤
務
場
所
な
ど
詳
し

く
は
本
庁
危
機
管
理
課
お
よ
び
海
山

総
合
支
所
総
務
室
で
交
付
す
る
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

　

紀
北
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
公

募
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容　

　

紀
北
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

広
く
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
町
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
に
設
置
し
た
協
議

会
で
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
に
関
す
る

事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
す
。

会
議
の
開
催

　

会
議
は
、
お
お
む
ね
年
３
回
開
催

し
、
原
則
と
し
て
平
日
の
夜
間
（
午

後
７
時
ご
ろ
か
ら
）
に
開
催
し
ま
す
。

委
員
の
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
以
内
と
し
ま

す
。

募
集
人
員　

５
名
以
内

応
募
資
格

　

紀
北
町
に
在
住
す
る
方
。
た
だ
し
、

次
に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま
す
。

〇
過
去
に
公
募
委
員
に
な
ら
れ
た
方

〇
紀
北
町
議
会
議
員

〇
紀
北
町
役
場
職
員

応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
応
募
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

紀
北
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の

考
え
や
応
募
の
動
機
な
ど
を
含
め
、

４
０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
本
庁
総
務
課
ま
た

は
海
山
総
合
支
所
総
務
室
で
配
布
し

て
い
ま
す
。（
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

電
子
メ
ー
ル
も
可
能
で
す
の
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

応
募
期
間

６
月
６
日
（
木
）
〜
21
日
（
金
）

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

提
出
方
法
・
提
出
先

〇
持
参

本
庁
総
務
課
ま
た
は
海
山
総
合
支
所

総
務
室
ま
で

〇
郵
送

〒
５
１
９-

３
２
９
２　

紀
北
町
東
長
島
７
６
９
番
地
１

紀
北
町
役
場
総
務
課

〇
フ
ァ
ッ
ク
ス

FAX（
47
）
５
９
０
７

〇
電
子
メ
ー
ル

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課

℡（
46
）
３
１
１
１

紀
北
町
会
計
年
度
任
用

職
員
募
集
（
７
月
１
日
採
用
予
定
）

町からのおしらせ　～ Information ～

紀
北
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
公
募
委
員

の
募
集
に
つ
い
て

soum
u＠
tow
n.m
ie-kihoku.lg.jp



樋
口
泰
生 

議
員

県
道
長
島
港
線
の
拡
幅

工
事
計
画
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

問
　

①
県
道
長
島
港
線
拡
幅
工

事
計
画
の
工
事
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
２
期
工
事
の
完
成
時
期
と
工
事
区

間
の
道
路
に
面
し
た
堤
防
の
老
朽
化

に
よ
る
津
波
が
来
た
場
合
の
心
配
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
令
和
５
年
度
に
、

路
線
測
量
、
詳
細
設
計
と
説

明
会
を
実
施
し
、
令
和
６
年
度
は
、

第
２
工
区
長
島
橋
側
の
用
地
測
量
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
用
地
測
量
後
、

建
物
調
査
、
用
地
買
収
、
建
物
補
償

を
行
い
工
事
開
始
と
な
り
ま
す
。

②
工
事
の
完
成
時
期
は
、
今
の
段
階

で
申
し
上
げ
る
の
は
難
し
い
か
と
思

い
ま
す
。
堤
防
は
、
三
重
県
が
策
定

し
た
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
維

持
管
理
と
毎
年
の
点
検
を
実
施
し
、

令
和
７
年
度
に
か
け
て
見
直
し
を
予

定
し
て
い
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

紀
北
町
に
お
け
る
「
美

村
」
ア
プ
リ
（
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構

想
）
の
取
組
の
概
要
と

予
想
さ
れ
る
効
果
に
つ

い
て

問
　

①
デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
を

活
用
す
る
ア
プ
リ
「
美
村
パ

ス
ポ
ー
ト
」と
健
康
管
理
ア
プ
リ「
美

村
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
の
概
要
や
効
果
を

お
聞
き
し
ま
す
。

②
ア
プ
リ
は
、
町
内
商
工
業
者
の
事

業
と
い
う
経
済
の
観
点
か
ら
、
事
業

者
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
か
お
聞

き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①「
美
村
パ
ス
ポ
ー

ト
」は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
認
証
機
能
を
活
用
し
、
複
数
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
つ
に
ま
と
め
て
い

る
も
の
で
す
。「
美
村
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」

は
「
ち
ょ
い
減
ら
し
＋
10
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
と
も
連
動
し
て
お
り
、
若
年
層

の
参
加
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

②「
み
ん
な
が
元
気
！
紀
北
町
」
は

人
、
地
域
、
産
業
、
各
種
団
体
や
活

動
な
ど
、
全
て
が
元
気
に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で
、
経
済
的
な
部
分

も
入
っ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
「
え
が
お
」

の
運
営
・
利
便
性
の
進

化
に
つ
い
て

問
　

①
利
用
料
金
の
値
下
げ
、

利
用
時
間
の
拡
大
、
運
行
範

囲
の
拡
大
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
利

用
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

②
町
と
国
の
公
共
交
通
施
策
は
ど
う

連
動
し
て
い
る
か
お
聞
き
し
ま
す
。

国
の
基
本
方
針
の
目
標
と
し
て
、
地

域
の
移
動
手
段
の
確
保
、
地
域
公
共

交
通
の
利
用
促
進
に
よ
る
外
出
機
会

の
増
加
、
公
共
交
通
と
観
光
振
興
策

の
連
携
、
地
球
温
暖
化
対
策
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
料
金
値
下
げ
は
、

交
通
事
業
者
と
慎
重
に
協
議

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
利

用
時
間
の
拡
大
は
、
利
用
状
況
の
推

移
や
費
用
対
効
果
を
勘
案
し
、
判
断

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
運
行
範
囲
の

拡
大
は
、
検
討
事
項
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
は
、
町

内
の
普
及
環
境
を
勘
案
し
、
ご
意

見
、
ご
提
案
な
ど
を
踏
ま
え
、
利
便

性
の
高
い
事
業
の
実
施
を
考
え
て
い

ま
す
。

②
移
動
の
感
覚
を
縮
め
る
一
つ
の
手

段
が
Ｄ
Ｘ
で
、
公
共
交
通
の
充
実
が

4

　３月定例会は、３月４日から１８日までの１５日間の会期で開催

されました。

　今回の定例会では、条例改正や令和６年度予算などの町長提出議

案２０件、報告２件を審議しました。

　３月４日の開会日には、施政方針演説のあと、議案についての提

案説明および内容説明が行われました。

　３月５日には、各議案に対する質疑が行われ、議案を各常任委員

会に付託しました。

　１３日、１４日には、７名の議員が一般質問を行い、最終日の

１８日には、各常任委員長から付託された議案の審査経過と結果の

報告、質疑、討論が行われ、議案２０件を可決したあと、追加議案

２件を審議し、可決して閉会しました。

令
和
６
年
３
月

議
会
定
例
会
一
般
質
問

《 令和６年３月定例会 》



3 月定例会報告

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
外
出
機
会
の

創
出
は
健
康
の
た
め
に
重
要
で
す
の

で
お
で
か
け
応
援
サ
ー
ビ
ス「
え
が

お
」
は
た
い
へ
ん
優
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
観
光
振
興
策
と
の
連
携
は
、

２
次
交
通
と
し
て
十
分
機
能
を
果
た

す
と
思
い
ま
す
。
温
暖
化
対
策
は
、

公
共
交
通
機
関
で
大
人
数
で
の
移
動

が
で
き
れ
ば
、
環
境
負
荷
が
減
ら
せ

る
と
思
い
ま
す
。

紀
北
町
地
域
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標

に
つ
い
て

問
　

①
紀
北
町
地
域
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
の
方

向
性
、
方
針
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組

む
に
は
、
町
民
、
事
業
者
の
役
割
、

責
務
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
お
聞

き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
町
は
、
町
内
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
者
や

住
民
の
意
見
も
踏
ま
え
て
、
紀
北
町

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
区
域

施
策
編
の
策
定
に
着
手
し
、
実
現
可

能
な
地
球
温
暖
化
対
策
を
実
行
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

②
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
は
、
住
民
、
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
対
策
が
必
要

で
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
や

高
効
率
な
設
備
の
導
入
な
ど
、
削
減

対
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
行
政
も
、
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
分
か
り
や
す

く
的
確
な
普
及
啓
発
を
し
、
温
暖
化

対
策
の
目
標
や
方
向
性
を
示
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
野
隆
久 

議
員

令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
を
教
訓
と
し
て
の
紀

北
町
の
対
応
に
つ
い
て

問
　

①
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

中
で
、
広
域
災
害
が
起
き
た

際
の
対
応
に
つ
い
て
、
町
長
は
、「
自

助
７
割
、
共
助
２
割
、
公
助
１
割
」、

「
支
援
が
必
要
な
方
は
連
絡
先
の
事

前
確
認
も
有
効
」「
県
内
各
市
町
で

応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
」
と
答

え
て
い
ま
す
が
、
公
助
の
１
割
は
何

を
指
し
て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
事
前

の
連
絡
先
は
ど
こ
が
把
握
し
て
い
る

か
と
応
援
協
定
の
内
容
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
す
。

②
応
援
協
定
は
、
県
内
の
市
町
や
企

業
と
の
協
定
が
多
く
、
広
域
災
害
の

場
合
、
支
援
は
難
し
い
と
考
え
ま
す

が
、
町
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

③
津
波
襲
来
の
避
難
指
示
は
迅
速
な

広
報
が
重
要
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な

手
順
で
伝
え
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

④
各
地
区
自
主
防
災
会
と
の
災
害
時

の
連
携
に
つ
い
て
、
協
議
は
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

⑤
各
地
区
の
避
難
経
路
の
確
保
に
か

か
る
修
繕
費
の
使
用
状
況
と
今
後
の

対
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑥
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
、
現
地
に

看
板
表
示
が
な
い
所
な
ど
が
あ
る
た

め
、
全
て
の
避
難
所
を
確
認
し
整
理

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
災
害

時
の
避
難
所
開
設
の
手
順
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

⑦
能
登
半
島
地
震
で
課
題
と
な
っ
た

水
の
確
保
に
つ
い
て
、
町
も
給
水
タ

ン
ク
車
を
所
有
す
べ
き
だ
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。
ま
た
、
ペ
ッ

ト
の
対
応
や
ご
み
の
収
集
体
制
、
ト

イ
レ
の
確
保
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
対
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑧
指
定
福
祉
避
難
所
は
、
町
内
に
９

カ
所
あ
る
民
間
の
介
護
施
設
で
す
が
、

災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、
入
居
者
の

方
が
い
る
施
設
で
受
け
入
れ
可
能
な

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

⑨
災
害
時
に
倒
壊
す
る
恐
れ
の
あ
る

空
き
家
が
多
く
、
対
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の

予
定
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑩
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
に
つ
い
て
、

破
損
し
た
水
道
管
に
係
る
本
町
の
対

策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑪
救
援
物
資
の
搬
入
は
、
陸
路
が
不

可
能
な
場
合
、
海
上
か
ら
が
想
定
さ

れ
ま
す
が
、
港
の
確
保
は
さ
れ
て
い

る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

⑫
本
町
に
起
こ
り
う
る
被
害
の
対
処

法
を
検
討
す
る
委
員
会
を
立
ち
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
公
助
の
１
割
は
、

発
災
時
の
行
政
と
し
て
の
動

き
方
を
示
し
て
い
ま
す
。
応
援
協
定

の
い
ち
ば
ん
大
き
な
も
の
は
、
三
重

県
市
町
災
害
時
応
援
協
定
で
す
。

危
機
管
理
課
長　

要
支
援
者
名
簿

へ
の
連
絡
先
登
録
者
は
把
握
し
て
い

ま
す
が
、
掲
載
の
同
意
を
得
ら
れ
な

い
方
も
い
ま
す
。　

町
長　
②
派
遣
体
制
の
構
築
や
救
助

の
要
請
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が

行
政
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

③
津
波
警
報
な
ど
が
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で

伝
達
さ
れ
た
と
同
時
に
避
難
指
示
の

発
令
と
な
り
、
防
災
行
政
無
線
な
ど

で
高
台
へ
の
避
難
を
呼
び
か
け
ま
す
。

④
長
期
的
な
避
難
の
場
合
は
、
自
主

防
災
会
が
中
心
と
な
っ
て
避
難
所
運

営
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。　

⑤
台
風
時
の
土
砂
の
除
去
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
し
っ
か
り
整

備
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

危
機
管
理
課
長　
⑥
平
成
26
年
度

に
全
指
定
避
難
所
に
看
板
を
設
置
後
、

年
数
も
経
過
し
て
い
る
た
め
再
点
検

を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
台
風
な

ど
で
事
前
に
避
難
所
を
開
設
す
る
場

合
は
、
職
員
が
行
い
ま
す
が
、
ほ
か

の
施
設
も
開
設
と
な
っ
た
場
合
は
、

自
主
防
災
会
や
自
治
会
に
お
願
い
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

町
長　
⑦
給
水
タ
ン
ク
車
は
検
討
し

ま
し
た
が
、
ま
ず
は
食
糧
と
水
な
ど

の
備
蓄
と
い
う
判
断
に
な
り
ま
し
た
。

危
機
管
理
課
長　
ペ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
通
常
の
避
難
時
も
ほ
か
の
避

難
者
と
別
の
空
間
を
用
意
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
災
害
ご
み
は
、

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
に
基
づ
い
て

処
理
を
行
い
ま
す
。
簡
易
ト
イ
レ
は

わ
ず
か
で
す
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

県
で
も
緊
急
の
ト
イ
レ
を
配
備
し
て

い
た
だ
く
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

町
長　
⑧
満
床
の
場
合
は
、
施
設
内

の
ほ
か
の
フ
ロ
ア
な
ど
で
対
応
す
る
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こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

⑨
令
和
６
年
度
は
、
空
き
家
の
除
去

に
係
る
補
助
金
を
増
額
し
、
積
極
的

に
支
援
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑩
町
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
、

協
定
を
結
ん
で
い
る
日
本
水
道
協
会

に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑪
町
だ
け
で
は
難
し
い
で
す
が
、
県

も
長
島
港
や
引
本
港
の
岸
壁
の
耐
震

化
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑫
自
主
防
災
会
の
皆
さ
ま
と
連
携
を

密
に
し
て
、
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

瀧
本
攻 

議
員

令
和
４
年
度
の
公
会
計

に
つ
い
て

問 　
①
公
会
計
に
つ
い
て
、
町

長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。

②
減
価
償
却
の
方
法
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
す
。

③
貸
借
対
照
表
の
出
資
金
６
，７
７

３
万
５
千
円
の
内
訳
を
お
伺
い
し
ま

す
。
ま
た
、
出
資
証
明
書
は
毎
月
送

付
さ
れ
る
の
で
す
か
。

④
固
定
負
債
約
１
２
８
億
円
の
中
に

地
方
債
約
１
０
６
億
円
が
あ
り
ま
す

が
、
実
質
の
負
債
は
い
く
ら
で
す
か
。

⑤
純
資
産
が
80
億
円
ほ
ど
増
え
る
と

解
釈
し
て
よ
い
で
す
か
。

⑥
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
公
会
計
制
度
は
、

よ
り
正
確
な
財
務
情
報
を
住

民
の
皆
さ
ま
や
外
部
へ
提
供
で
き
る

も
の
で
、
財
務
や
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
課
長　
②
減
価
償
却
資
産
の
耐

用
年
数
等
に
関
す
る
省
令
の
定
額
法

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

③
出
資
金
の
内
容
は
、
三
重
県
農
業

信
用
基
金
協
会
、
全
国
漁
業
信
用
基

金
協
会
な
ど
で
す
。
出
資
証
明
書
は
、

き
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。

④
固
定
負
債
と
流
動
負
債
の
地
方

債
を
合
わ
せ
る
と
約
１
１
９
億
７
，

５
０
０
万
円
で
、
町
の
実
質
的
な
負

担
は
、約
21
億
３
，１
０
０
万
円
で
す
。

⑤
お
見
込
み
の
と
お
り
で
す
。

⑥
民
間
で
い
う
損
益
計
算
書
に
あ
た

る
も
の
で
、
会
計
期
間
中
の
費
用
と

収
益
の
取
引
高
を
表
し
た
も
の
で
す
。

町
の
委
託
し
て
い
る
施

設
の
収
支
に
つ
い
て

問
　

①
町
の
委
託
し
て
い
る
施

設
の
収
支
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

②
マ
イ
ナ
ス
の
約
２
，
７
０
０
万
円

を
補ほ

て
ん填

す
る
の
は
一
般
財
源
で
す
か
。

③
い
ち
ば
ん
多
く
収
益
を
上
げ
て
い

る
施
設
は
ど
こ
で
す
か
。

④
行
政
の
基
本
と
な
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

（
根
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
と
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ（
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
）

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。

答　
町
長　
①
指
定
管
理
の
主
な

も
の
は
、
紀
北
健
康
セ
ン

タ
ー
、
和
具
の
浜
海
水
浴
場
、
林

業
総
合
セ
ン
タ
ー
、
木
材
乾
燥
機

場
、
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
ｎ
海
山
、
始

神
テ
ラ
ス
、
道
の
駅
海
山
で
、
全

体
の
令
和
４
年
度
の
収
入
が

１
億
８
１
１
万
５
千
円
、
支
出
が

１
億
３
，
５
７
５
万
円
で
、
町

の
収
支
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
の
２
，

７
６
３
万
５
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
そ
の
と
お
り
で
す
。

③
キ
ャ
ン
プ
ｉ
ｎ
ｎ
海
山
で
、
令

和
４
年
度
の
町
の
収
益
が
１
，

２
７
３
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
は
、
政
策
を
立
案
す
る

上
で
根
拠
を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
、

政
策
な
ど
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
初
期
段
階
の
計
画
を
立
て
る

と
き
に
必
要
な
考
え
方
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
は
政
策
し

た
も
の
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
や
っ

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

紀
北
町
第
２
次
総
合
計

画
後
期
基
本
計
画
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

問
　

①
地
方
の
概
念
に
つ
い
て

町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま

す
。

②
町
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い

て
、
特
化
し
た
取
り
組
み
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
が
、
特
化
し
た
部
分
に

つ
い
て
、
令
和
４
年
度
は
ど
れ
く
ら

い
の
予
算
を
投
入
し
て
い
ま
す
か
。

③「
魅
力
と
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
」

を
重
点
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
、
ほ

か
の
目
標
に
も
波
及
し
て
こ
な
い
と

思
い
ま
す
。
人
口
は
減
少
し
限
界
集

落
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
国
か
ら
補
助
金
な
ど
を
も
ら
え
る

よ
う
要
望
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ

と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
地
方
は
自
主
的

な
財
源
が
な
く
、
地
方
交
付

税
を
含
め
限
ら
れ
た
財
源
を
ど
う
使

う
か
を
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
に
基
づ
き
実
施
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

②
令
和
４
年
度
の
決
算
額
で
、
基
本

目
標
の「
ず
っ
と
暮
ら
せ
る
安
全
・
快

適
な
ま
ち
」
は
約
22
億
円
、「
や
さ
し

さ
で
支
え
合
う
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
」

は
約
30
億
円
、「
魅
力
と
活
力
あ
る
産

業
の
ま
ち
」
は
約
12
億
円
、「
心
豊

か
に
夢
を
育
む
教
育
・
文
化
の
ま
ち
」

は
約
８
億
円
、「
と
も
に
担
う
参
画
と

協
働
の
ま
ち
」
は
約
32
億
円
で
す
。

③
予
算
的
に
は
あ
ま
り
措
置
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
健
康
で
あ
る
こ
と
が

経
済
や
地
域
、
町
の
元
気
に
結
び
つ

く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

④
県
と
市
町
が
協
力
し
て
、
国
に
要

望
を
し
て
い
く
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
村
哲
雄 

議
員

今
後
の
ご
み
処
理
の
在

り
方
に
つ
い
て

問
　

①
町
の
二
つ
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
施

設
を
令
和
10
年
度
ま
で
に
一

つ
に
集
約
し
運
営
す
る
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。
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②
広
域
ご
み
処
理
施
設
へ
の
搬
出
シ

ス
テ
ム
で
す
が
、
中
継
所
は
ど
う
い

う
も
の
な
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

③
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
５
市
町
で

差
が
あ
る
処
理
費
用
の
負
担
に
つ
い

て
、
有
料
袋
も
含
め
て
、
平
準
化
を

検
討
す
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

④
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
促
進
法

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係
る
資
源
循
環
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
）
で
す
が
、

廃
棄
物
と
し
て
出
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

へ
の
対
処
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
処
理
方
針
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

⑤
ご
み
減
量
化
に
向
け
て
、
生
ご
み

や
草
木
、
木
材
が
多
い
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
堆
肥
化
を
検
討
し
て
い
る

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

⑥
ご
み
減
量
化
の
取
り
組
み
は
皆
さ

ま
の
力
と
実
践
が
い
ち
ば
ん
大
事
だ

と
思
い
ま
す
が
、
行
政
の
立
場
か
ら
、

住
民
や
事
業
者
に
お
願
い
す
る
こ
と

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
二
つ
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ

施
設
の
運
営
方
針
は
、
広
域

ご
み
処
理
施
設
の
稼
働
ま
で
、
当
面

の
間
、
両
方
で
安
定
的
な
ご
み
処
理

を
続
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
今
ま
で
ど
お
り
持
ち
込
み
で
き
る

と
い
う
観
点
も
必
要
で
す
の
で
、
中

継
施
設
は
現
在
の
施
設
を
考
え
て
い

ま
す
。

③
５
市
町
の
統
一
的
な
公
平
性
の
た

め
に
も
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
今
後
、
協
議
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

④
今
後
は
、
容
器
包
装
な
ど
の
軟
質

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
処
理
を
実
証
実
験

的
に
や
る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
管
理
課
長　
軟
質
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
は
、
法
に
基
づ
き
、
製
品
と
し

て
再
利
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
東

紀
州
の
他
市
町
は
、
分
別
収
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
統
一
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
本
年
度
か
ら
、
ご
み
の
分
析
を
進

め
て
い
ま
す
。
生
木
や
草
な
ど
が
、

か
な
り
の
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
の

で
、
分
別
と
堆
肥
化
も
検
討
し
て
い

ま
す
。

⑥
住
民
や
事
業
者
の
方
が
、
取
り
組

む
意
識
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
啓
発

が
第
一
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
自
治

会
や
女
性
会
議「
き
ほ
く
」
の
協
力
も

仰
ぎ
な
が
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

防
災
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

問
　

①
能
登
半
島
地
震
を
受
け

て
、
町
長
の
防
災
へ
の
取
り

組
み
の
決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

②
住
宅
や
公
共
施
設
の
建
物
の
耐
震

化
の
取
り
組
み
状
況
と
一
般
住
宅
の

耐
震
化
診
断
、
診
断
後
の
耐
震
化
の

現
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

③
避
難
所
に
対
し
て
の
耐
震
、
水
道

管
の
優
先
順
位
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

④
津
波
避
難
所
の
運
営
訓
練
を
す
る

べ
き
で
、
ま
ず
専
門
家
な
ど
も
入
っ

た
避
難
所
運
営
実
行
委
員
会
を
つ
く

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
避
難
生
活
で
は
、

断
水
の
影
響
で
水
道
水
が
使

用
で
き
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

衛
生
面
に
対
し
て
十
分
配
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
被
災

地
へ
向
か
う
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
復

旧
・
復
興
が
進
ま
ず
、
支
援
ル
ー
ト

の
確
保
、
ま
た
、
早
期
啓
開
を
行
う

道
路
の
先
に
、
避
難
場
所
が
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
も
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

②
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
本
庁
、

海
山
総
合
支
所
、
地
域
振
興
会
館
、

全
て
の
学
校
も
耐
震
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
体
育
館
は
、
耐
震
診
断
な

ど
を
踏
ま
え
、
耐
震
性
あ
り
の
評
価

で
す
。
一
般
住
宅
は
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
生
命
、身
体
、財
産
を
守
る
た
め
、

建
築
物
に
対
す
る
安
全
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
耐
震
改
修
促
進

計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

③
病
院
、
避
難
所
、
高
齢
者
施
設
と

い
っ
た
重
要
施
設
の
あ
る
所
は
、
優

先
的
に
耐
震
補
強
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
管
路
が
40
年
以
上
経
過
し
て

い
る
こ
と
を
意
識
し
、
水
道
計
画
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

④
避
難
所
運
営
は
、
自
主
的
な
運
営

が
根
本
で
す
の
で
、
地
域
ご
と
の
避

難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

自
主
的
な
訓
練
を
や
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

近
澤
チ
ヅ
ル 

議
員

町
長
の
施
政
方
針
に
つ

い
て

問
　

①
人
口
減
少
に
つ
い
て
、

本
町
の
推
定
人
口
は
30
年
間

で
８
，
２
６
８
人
（
約
57
％
）
減
少

す
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
町
長

の
認
識
を
お
聞
き
し
ま
す
。
ま
た
、

長
野
県
南
箕
輪
村
で
は
、
子
育
て
支

援
な
ど
に
力
を
入
れ
、
人
口
が
増
え

続
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。

②
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ど

の
よ
う
な
道
筋
で
進
行
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
ど
う
い
う
運
用
形
態
を
取
る

の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

③
こ
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、
国
は

医
療
費
助
成
し
た
際
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
を
令
和
６
年
度
か
ら
18
歳
未
満
ま

で
を
対
象
に
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
が
、
18
歳
未
満
ま
で
の
窓

口
無
料
化
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
、
施
政
方

針
の
中
で
、
人
口
減
少
に
よ
る
自
治

体
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
が
役
に
立
つ
と
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
メ
リ
ッ
ト
だ
け
が
強

調
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

特
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
大

き
な
問
題
が
あ
る
ま
ま
運
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
が
必
要
に

な
る
の
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
住
民
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
が
目
的
と
い
う
前
提
で
す
。

町
長
は
こ
の
現
状
を
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
。

⑤
防
災
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
自
主
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防
災
会
や
避
難
所
運
営
に
女
性
の
視

点
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
女
性
の
登

用
を
積
極
的
に
指
導
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
伺
い

し
ま
す
。
ま
た
、
避
難
所
で
あ
る
体

育
館
は
夏
場
非
常
に
暑
い
の
で
空
調

設
備
を
設
置
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す

が
い
か
が
で
す
か
。

⑥
平
和
に
つ
い
て
、
国
民
は
核
兵
器

に
反
対
な
の
に
、
日
本
政
府
は
核
兵

器
禁
止
条
約
を
締
結
し
て
い
ま
せ
ん
。

本
町
が
締
結
を
求
め
る
署
名
活
動
の

先
頭
に
立
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

答　
町
長　
①
人
口
減
少
は
地

域
の
活
力
低
下
に
つ
な
が

り
、
極
め
て
深
刻
な
問
題
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
雇
用
の
確

保
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
対
策
に
つ

い
て
は
、
財
政
状
況
を
鑑
み
、
移
住

促
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
く

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
口
増
の
村
に
つ
い
て
は
、
た

い
へ
ん
努
力
さ
れ
た
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
が
、
人
口
増
加
は
施
策
だ
け

で
な
く
、
地
勢
や
環
境
な
ど
の
分
析

も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

②
今
後
、設
計・建
設
に
入
り
ま
す
が
、

運
営
を
お
願
い
す
る
予
定
の
団
体
の

方
々
と
も
十
分
協
議
し
て
進
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
県
は
来
年
度
も
小
学
生
以
上
の
窓

口
負
担
無
料
に
対
し
て
の
減
額
措
置

は
実
施
す
る
と
の
こ
と
で
、
本
町
も

県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

④
議
員
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
デ
ジ

タ
ル
に
対
し
て
不
信
感
を
持
っ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
Ｄ
Ｘ
は
避
け
て
通

れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

住
民
を
置
き
去
り
に
し
た
Ｄ
Ｘ
は
良

く
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
国
の
交

付
金
を
頂
き
、
実
証
し
な
が
ら
、
住

民
と
と
も
に
ど
う
や
っ
て
デ
ジ
タ
ル

社
会
に
対
応
し
て
い
く
か
考
え
て
や

っ
て
い
ま
す
。

⑤
女
性
の
意
見
は
重
要
だ
と
思
っ
て

お
り
、
委
員
会
に
も
入
れ
て
く
だ
さ

い
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
施
設
に
よ
っ
て
は
ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
を
置
い
て
い
ま
す
が
、
体
育

館
へ
の
空
調
設
備
は
、
補
助
金
な
ど

を
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑥
署
名
に
つ
い
て
は
、
私
の
名
前
で

署
名
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
方
々
が

署
名
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
主
的
に

し
て
い
た
だ
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

大
西
瑞
香 

議
員

実
効
性
の
あ
る
災
害
対

策
に
つ
い
て

問
　

①
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
を
想
定
し
た
避
難
所
開
設

体
制
の
現
状
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し

ま
す
。

②
自
分
た
ち
で
避
難
所
開
設
と
運
営

を
行
え
る
よ
う
に
具
体
的
な
指
示
書

が
入
っ
た
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ボ
ッ
ク
ス
の
避
難
所
へ
の
配
置
に
つ

い
て
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

③
弱
者
に
配
慮
し
た
備
蓄
品
の
種
類

と
数
量
お
よ
び
、
赤
ち
ゃ
ん
用
の
ミ

ル
ク
と
ベ
ッ
ド
、
口こ

う
く
う腔

ケ
ア
用
品
の

保
管
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

④
空
調
設
備
の
整
備
な
ど
に
よ
る
避

難
所
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
、
ス
ポ

ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
設
置
を
含
め
た
体
育

館
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
の
考
え
を

お
伺
い
し
ま
す
。

⑤
木
造
住
宅
耐
震
化
の
現
状
と
推
進

し
て
い
く
た
め
の
支
援
と
促
進
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑥
女
性
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
一
定
期
間
滞
在

が
で
き
る
施
設
を
津
波
浸
水

区
域
外
に
25
カ
所
開
設
す
る
よ
う
に

し
て
お
り
、
基
本
的
に
は
役
場
職
員

が
開
設
し
ま
す
が
、
状
況
に
よ
っ
て

は
地
域
の
方
に
も
協
力
願
い
ま
す
。

②
避
難
所
へ
は
、
避
難
所
開
設
セ
ッ

ト
と
し
て
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
ガ
ム

テ
ー
プ
や
筆
記
用
具
な
ど
を
届
け
ま

す
が
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ボ

ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
少
し
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
弱
者
に
配
慮
し
た
備
蓄
と
し
て
は
、

お
む
つ
、
生
理
用
品
、
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
、
簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
を
備
蓄
し

て
お
り
、
ミ
ル
ク
は
２
０
０
本
余
り

保
管
し
て
い
ま
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
用

ベ
ッ
ド
と
口
腔
ケ
ア
用
品
の
備
蓄
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
は
普
通
の
体

育
館
で
４
台
、
大
き
い
と
こ
ろ
で
８

台
用
意
し
て
お
り
、
総
数
で
92
台
あ

り
ま
す
。
体
育
館
全
体
を
冷
や
す
設

備
に
つ
い
て
は
、
今
後
勉
強
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤
木
造
住
宅
耐
震
化
補
強
事
業
と
し

て
は
、
耐
震
普
及
啓
発
、
耐
震
診
断
、

耐
震
改
修
工
事
、
空
き
家
除
去
工
事

な
ど
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑥
各
種
委
員
会
へ
の
女
性
の
参
画
が

少
な
い
状
況
で
す
の
で
、
防
災
も
含

め
全
体
的
に
女
性
参
画
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
・
若
者
支
援
に

つ
い
て

問
　

①
昨
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
こ
ど
も
基
本
法
の
理
念
と

策
定
経
緯
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
子
ど
も
・
若
者
の
意
見
を
聞
く
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

検
討
を
さ
れ
て
い
る
か
お
聞
き
し
ま

す
。

③
子
育
て
政
策
に
係
る
地
方
単
独
事

業（
ソ
フ
ト
）
の
推
進
に
つ
い
て
、
国

は
、
多
額
の
財
政
措
置
を
講
じ
る
と

し
て
い
ま
す
が
、
本
町
の
事
業
計
画

に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

④
基
本
法
で
は
こ
ど
も
計
画
の
策
定

が
努
力
義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

令
和
７
年
か
ら
の
第
３
期
紀
北
町
こ

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
と
こ

ど
も
計
画
を
一
体
的
に
包
含
し
て
策

定
す
る
考
え
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。答　

町
長　
①
基
本
法
第
３
条

に
、
六
つ
の
基
本
理
念
が
あ

り
、
差
別
の
禁
止
、
生
命
、
生
存
及

び
発
達
に
対
す
る
権
利
、
児
童
の
意

見
の
尊
重
、
児
童
の
最
善
の
利
益
に
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相
当
す
る
内
容
、
こ
ど
も
の
養
育
、

子
育
て
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

②
今
後
、
子
ど
も
の
意
見
を
聞
く
た

め
に
、
意
見
聴
取
の
テ
ー
マ
設
定
や

手
法
、
頻
度
な
ど
に
つ
い
て
検
討
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
が
意
見
し
や
す
い
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
の
活
用
も
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
当
初
予
算
編
成
時
に
は
、
情
報
が

少
な
く
、
当
初
予
算
に
は
計
画
予
算

の
計
上
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

④
現
在
、
こ
ど
も
計
画
策
定
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
不
透
明
な
部
分
が
あ
り
ま
す
の

で
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
の
み
を
令
和
６
年
度
に
作
成
す
る

方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

昭
博 

議
員

紀
北
町
の
緊
急
指
定
避

難
場
所
、
指
定
避
難
所

の
指
定
基
準
及
び
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
状
況
に
つ
い
て

問
　

①
紀
北
町
地
域
防
災
計
画

の
「
指
定
緊
急
避
難
場
所
及

び
指
定
避
難
所
一
覧
」
で
、
津
波
襲

来
時
以
外
の
地
震
時
に
避
難
可
能
と

な
っ
て
い
る
海
山
体
育
館
な
ど
に
避

難
し
た
場
合
の
津
波
被
害
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を
お
聞
き

し
ま
す
。

②
地
震
の
指
定
避
難
所
の
大
部
分
は
、

津
波
浸
水
想
定
区
域
に
あ
り
ま
す
。

避
難
す
る
人
が
津
波
を
伴
う
地
震
か

ど
う
か
す
ぐ
に
判
断
す
る
の
は
難
し

く
、
間
違
っ
た
判
断
を
し
な
い
よ
う

災
害
別
指
定
の
変
更
を
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

③
耐
震
性
の
確
認
で
き
な
い
施
設
を

地
震
以
外
の
災
害
の
避
難
所
に
指
定

し
て
い
ま
す
が
、
内
閣
府
の
手
引
き

に
は
、
安
全
区
域
に
該
当
し
な
い
区

域
で
は
、
水
圧
な
ど
に
対
し
安
全
で

あ
る
な
ど
の「
構
造
条
件
」
を
満
た
す

必
要
が
あ
る
と
あ
り
ま
す
が
、
安
全

確
認
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

④
内
閣
府
の
手
引
き
に
は
、
指
定
緊

急
避
難
場
所
の
管
理
者
の
同
意
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
り
ま
す
が
、

民
間
施
設
の
同
意
書
は
あ
り
ま
す
か
。

ま
た
、
十
分
な
指
定
緊
急
避
難
場
所

の
確
保
が
困
難
な
場
合
、
民
間
施
設

も
指
定
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
町
の
避
難
所

数
と
収
容
人
数
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

⑤
民
間
の
８
施
設
は
耐
震
性
の
確
認

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
ま
ま

指
定
し
て
い
く
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

⑥
指
定
避
難
所
別
の
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
す
べ
き
だ
と
以
前
提
言
し

ま
し
た
が
、
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑦
避
難
場
所
の
収
容
人
員
が
以
前
の

ま
ま
で
、
１
人
あ
た
り
１
㎡
で
す
が
、

町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答　
町
長　
①
津
波
が
襲
来
し

た
場
合
、
海
山
体
育
館
は
避

難
所
と
し
て
使
用
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
。

②
津
波
を
伴
わ
な
い
地
震
の
場
合
の

避
難
所
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
混
乱
し
な
い
よ
う
啓
発
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

③「
地
震
」
の
指
定
は
、
昭
和
56
年
以

降
の
建
物
で
耐
震
性
が
あ
る
も
の
を

指
定
し
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
課
長　
④
同
意
書
は
過

去
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
更

新
は
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。
津

波
襲
来
後
の
指
定
避
難
所
は
25
カ
所

で
、収
容
人
数
は
６
，９
０
０
人
で
す
。

町
長　
民
間
施
設
の
指
定
は
お
寺
な

ど
が
多
く
、
以
前
か
ら
の
慣
習
で
入

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
改
め

て
確
認
し
、
同
意
書
も
取
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。

⑤
再
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

⑥
町
が
作
成
し
た
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
を
自
主
防
災
会
議
で
提
示
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ
た
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

危
機
管
理
課
長　
⑦
一
時
避
難
場

所
は
１
㎡
、
指
定
避
難
所
は
約
２
㎡

で
算
出
し
て
い
ま
す
。

紀
北
町
が
管
理
す
る
公

園
の
状
況
に
つ
い
て

問
　

①
町
内
に
あ
る
30
カ
所
の

公
園
の
う
ち
14
カ
所
は
条
例

に
定
義
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
公
園
管

理
を
条
例
に
明
記
し
、
単
一
の
部
署

で
の
管
理
が
適
当
だ
と
考
え
ま
す

が
、町
長
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

②
公
園
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
れ

ば
、
利
用
状
況
の
把
握
や
問
題
が
起

こ
っ
た
場
合
の
映
像
確
認
が
で
き
ま

す
。
設
置
箇
所
を
順
番
に
移
動
し
て

い
け
ば
少
な
い
台
数
で
も
可
能
だ
と

思
い
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

③
幼
児
や
低
学
年
児
童
な
ど
が
利
用

で
き
る
屋
内
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
、
町
が
管
理
し
管
理
員
な
ど

の
配
置
が
あ
る
公
共
施
設
で
あ
れ
ば
、

低
予
算
で
設
置
が
可
能
だ
と
思
い
ま

す
が
い
か
が
で
す
か
。

④
紀
北
町
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
つ
い
て
、
赤
羽
公
園
の
み
策
定

し
、
ほ
か
の
公
園
は
策
定
し
な
い
理

由
を
お
聞
き
し
ま
す
。

⑤
公
園
と
し
て
管
理
し
て
い
く
以
上
、

清
潔
で
安
全
な
誰
で
も
利
用
し
や
す

い
公
園
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
廃
止
も
含
め
た
公

園
施
設
の
管
理
計
画
を
策
定
す
べ
き

だ
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

答　
町
長　
①
管
理
方
法
の
違

い
な
ど
に
よ
り
現
在
の
状
況

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
設
置

の
経
緯
な
ど
に
よ
り
所
管
が
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

②
監
視
カ
メ
ラ
に
つ
い
て
は
、
学
校

や
自
治
会
な
ど
か
ら
も
お
話
が
あ
り
、

設
置
対
象
と
な
る
所
が
多
い
た
め
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

③
現
時
点
で
は
検
討
課
題
と
し
て
上

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

④
こ
の
計
画
は
、
建
築
物
の
あ
る
施

設
に
つ
い
て
策
定
し
て
お
り
、
赤
羽

公
園
は
管
理
事
務
所
な
ど
が
あ
る
こ

と
か
ら
計
画
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

⑤
そ
れ
ぞ
れ
の
公
園
の
建
っ
た
経
緯

や
規
模
な
ど
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

9
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町
職
員
が
皆
さ
ま
の
主
催
す
る
地

域
の
集
会
・
学
習
会
な
ど
に
伺
い
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
ト
ー
ク
（
対
話
）

し
ま
す
。

　

町
の
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
、
何

か
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

７
月
１
日
（
月
）
〜

　
　
　
　

 

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

※

開
催
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象

町
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方
（
区
・

自
治
会
、
企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
仲
間
同
士

な
ど
）
で
、
お
お
む
ね
10
名
が
参
加

す
る
集
会

費
用
な
ど

　

出
前
ト
ー
ク
に
係
る
費
用
は
無
料

で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
経
費
（
会
場

使
用
料
な
ど
）
は
依
頼
さ
れ
る
団
体

で
ご
負
担
く
だ
さ
い
。

開
催
日
時

　

土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び
12
月

29
日
か
ら
翌
年
の
１
月
３
日
ま
で
を

除
く
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

の
間
で
、
お
よ
そ
30
分
か
ら
60
分
ま

で
と
し
、
相
談
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

お
願
い

　

こ
の
出
前
ト
ー
ク
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
が
主
催
す
る
催
し
に
、
町
の
担

当
職
員
な
ど
を
講
師
と
し
て
派
遣
す

る
も
の
で
す
。

　

出
前
ト
ー
ク
に
関
す
る
質
疑
や
意

見
交
換
を
含
み
ま
す
が
、
個
別
相
談

を
行
っ
た
り
、
苦
情
や
要
望
を
お
聞

き
す
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

　

下
表
「
テ
ー
マ
」
に
な
い
も
の
に

つ
い
て
は
、
本
庁
企
画
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
企
画
課

℡（
46
）
３
１
１
３

町からのおしらせ　～ Information ～

紀
北
町

出
前
ト
ー
ク
の

実
施
に
つ
い
て

NO

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

テーマ

選挙について

紀北町の財政について

地震津波対策について

消防・救急について

空き家対策について

公共交通について

地域おこし協力隊について

広報広聴活動について

電子申請について

町税について

戸籍・その他の届け出について

国民健康保険について

マイナンバーカードについて

家庭ごみの出し方と 3Ｒについて

愛犬を飼うときの責任と義務について

健康づくりについて

介護保険について

新規就農について

紀北町の水産業について

悪質商法について

木造住宅の耐震改修について

学校教育課の制度について

世界遺産熊野古道について

水道事業について

担当課

総務課

財政課

危機管理課

危機管理課

危機管理課
企画課

企画課

企画課

企画課

企画課

税務課

住民課

住民課

住民課

環境管理課

環境管理課

福祉保健課

福祉保健課

農林水産課

農林水産課

商工観光課

建設課

学校教育課

生涯学習課

水道課

お話するテーマの概要

公職選挙法に基づく投票制度などの選挙の仕組み

町の財政 

地震・津波の災害から身を守るための方法

（救急講習）公共施設などに設置されているAEDの取り扱いおよび心
肺蘇生法についての指導とお話

空き家対策および空き家バンク制度

町内の公共交通の状況

地域おこし協力隊の制度、活動状況

広報きほく、町ホームページや出前トークなどの広報広聴活動

電子申請の方法など

町税に関する基本的な事項（町民税、固定資産税、軽自動車税、滞納処分）

戸籍法、住民基本台帳法などに関する諸届けと本人の確認事項

国民健康保険全般

マイナンバーカードの手続きなど

家庭ごみの出し方など

狂犬病予防をはじめ、犬を飼う皆さまが守らなければならない社会的な責任など 

「ちょい減らし＋10（プラス・テン）」や生活習慣病予防

介護保険制度

これから農業を始める場合の制度など

町の漁獲高・魚種などの概要や、町の水産事業への取り組み

悪質商法などによるトラブルに巻き込まれないための事例紹介や対策

耐震改修の補助制度

学校教育課の制度内容

世界遺産とは、熊野古道とは、熊野古道の価値とその魅力

水道事業の概要、安全でおいしい水道水の供給など

▲申し込みはこちらから
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空
き
家
は
、
適
切
な
管
理
が
さ
れ

な
い
と
劣
化
が
早
く
進
み
、
外
壁
材

や
屋
根
材
の
落
下
、
家
屋
の
倒
壊
な

ど
危
険
な
状
態
に
な
る
ほ
か
、
衛
生

面
や
防
犯
面
に
お
い
て
も
地
域
住
民

の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
ま
せ
ん
。
も
し
他
人
に
損
害

を
与
え
た
と
き
は
、
そ
の
建
物
の
所

有
者
（
相
続
人
）・
管
理
者
・
占
有
者
は
、

民
法
第
７
１
７
条
に
よ
っ
て
損
害
に

対
す
る
賠
償
責
任
を
負
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

空
き
家
を
管
理
せ
ず
放
置
し
、
特

定
空
家
等
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
、

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
第
14
条
に
基
づ
き
調
査
を
行

い
行
政
措
置
が
行
わ
れ
、
固
定
資
産

税
の
軽
減
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
、
命
令
に
違
反
す
る
と
50

万
円
以
下
の
過
料
に
処
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

調
査
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
行
政
措
置

①
特
定
空
家
等
と
認
定

②
助
言
ま
た
は
指
導

③
勧
告

④
固
定
資
産
税
な
ど
の
住
宅
用
地
特

例
適
用
の
除
外

⑤
命
令

⑥
代
執
行

『
空
家
等
』
の
適
切
な
管
理
を
し
ま

し
ょ
う
！

　

空
家
等
を
発
生
さ
せ
た
り
放
置
し

た
り
し
な
い
た
め
に
は
、「
売
る
」「
貸

す
」「
使
う
」「
解
体
す
る
」
な
ど
の

方
針
を
決
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

紀
北
町
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
や
空

家
等
対
策
に
係
る
各
分
野
の
専
門
員

が
い
る
「
空
き
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み

え
」
を
利
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

空
き
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
み
え
相
談
窓

口℡
０
５
９
（
２
２
７
）
５
０
１
８

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

E
メ
ー
ル

in
fo@
m
ie-takken

.or.jp

６
月
20
日
に
「
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
J
ア
ラ
ー
ト
）」
を
活
用
し

た
「
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
」
の
対
応

訓
練
が
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
国
民
保
護
情
報
（
即
時

音
声
合
成
情
報
）
の
訓
練
放
送
が
流

れ
ま
す
の
で
、
慌
て
ず
に
身
の
安
全

を
確
保
す
る
訓
練
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

６
月
20
日
（
木
）　

　
　
　

午
前
10
時
ご
ろ

　

津
波
警
報
や
緊
急
地
震
速
報
、
大

規
模
テ
ロ
の
情
報
な
ど
、
時
間
的
余

裕
が
な
い
事
態
が
生
じ
た
際
に
、
国

が
人
工
衛
星
を
用
い
て
発
信
し
た
情

報
を
、
町
の
防
災
行
政
無
線
を
自
動

起
動
す
る
こ
と
で
瞬
時
に
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

緊
急
情
報
は
、
町
内
に
整
備
し
て

い
る
防
災
行
政
無
線
屋
外
子
局
や
戸

別
受
信
機
な
ど
か
ら
発
信
さ
れ
ま
す
。

※

町
で
は
、
防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
を
全
戸
に
無
償
貸
与
し
て
い
ま

す
。

　

伝
達
さ
れ
る
情
報
は
、
自
然
災
害

に
関
す
る
情
報
、
国
民
保
護
に
関
す

る
情
報
な
ど
が
伝
達
さ
れ
ま
す
。

自
然
災
害
に
関
す
る
も
の

〇
緊
急
地
震
速
報
（
推
定
震
度
５
弱

以
上
が
予
測
さ
れ
る
と
き
）

〇
大
津
波
警
報

〇
津
波
警
報

〇
津
波
注
意
報

〇
震
度
速
報
（
三
重
県
南
部
で
震
度

４
以
上
が
観
測
さ
れ
た
場
合
）

国
民
保
護
に
関
す
る
も
の

〇
弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報

〇
航
空
攻
撃
情
報

〇
ゲ
リ
ラ
・
特
殊
部
隊
攻
撃
情
報

〇
大
規
模
テ
ロ
情
報

〇
そ
の
他
の
国
民
保
護
情
報

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
危
機
管
理
課

℡（
46
）
３
１
１
４

海
山
総
合
支
所
総
務
室

℡（
32
）
３
９
０
１

町からのおしらせ　～ Information ～

〜
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
へ
〜

「
空
き
家
の
管
理
は

適
切
に
！
」

〜
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
へ
〜

「
空
き
家
の
管
理
は

適
切
に
！
」

〜
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方
へ
〜

「
空
き
家
の
管
理
は

適
切
に
！
」

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
活
用
し
た

速
報
訓
練
の
お
し
ら
せ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
活
用
し
た

速
報
訓
練
の
お
し
ら
せ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
活
用
し
た

速
報
訓
練
の
お
し
ら
せ

紀
北
町
で
の

情
報
伝
達
方
法

紀
北
町
で

伝
達
さ
れ
る
情
報

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
J
ア
ラ
ー
ト
）と
は
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紀
北
町
で
は
婚
姻
後
、
町
内
に
住

居
を
構
え
る
方
に
対
し
て
、
そ
の
住

居
費
、
引
っ
越
し
費
用
お
よ
び
リ

フ
ォ
ー
ム
費
用
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

対
象
（
次
の
項
目
全
て
に
該
当
す
る

世
帯
）

①
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
７

年
３
月
31
日
ま
で
に
婚
姻
し
、
受
理

さ
れ
た
方

②
婚
姻
日
の
年
齢
が
39
歳
以
下
の
夫
婦

③
申
請
日
の
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５

０
０
万
円
未
満

※

貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
を
行
っ
て

い
る
場
合
は
、
世
帯
の
所
得
か
ら
そ

の
年
間
返
済
額
を
控
除
し
ま
す
。

④
対
象
と
な
る
住
居
が
紀
北
町
内
に

あ
る
こ
と

⑤
ほ
か
の
公
的
制
度
の
家
賃
補
助
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

※

ほ
か
の
地
方
自
治
体
の
制
度
の
助

成
を
受
け
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

対
象
と
な
る
費
用

新
婚
生
活
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
令

和
６
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
ま
で
に
支
出
し
た
次
の
も
の

①
住
宅
物
件
の
購
入
費
、賃
料
、敷
金
、

礼
金
、
共
益
費
、
仲
介
手
数
料

※

た
だ
し
、
勤
務
先
か
ら
住
宅
手
当

を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

額
を
賃
料
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

②
引
っ
越
し
業
者
な
ど
へ
の
支
払
い

費
用

③
住
宅
の
修
繕
、
増
築
、
改
築
、
設

備
更
新
な
ど
の
工
事
費
用
を
対
象
と

す
る
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

※

た
だ
し
、
倉
庫
、
車
庫
に
係
る
工

事
費
用
、
門
、
フ
ェ
ン
ス
、
植
栽
な

ど
の
外
構
工
事
、
家
電
購
入
・
設
置

に
係
る
費
用
は
除
き
ま
す
。

補
助
限
度
額

１
世
帯
あ
た
り
30
万
円

※

た
だ
し
婚
姻
日
に
お
い
て
夫
婦
と

も
に
29
歳
以
下
の
場
合
は
60
万
円

※

１
世
帯
に
つ
き
１
回

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
福
祉
保
健
課　

℡（
46
）
３
１
２
２

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室　

℡（
32
）
３
９
０
４

町
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
促
進
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

削
減
を
図
る
た
め
、
個
人
が
住
宅
の

屋
根
な
ど
に
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
す
る
場
合
に
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

申
請
期
間

６
月
３
日
（
月
）〜
９
月
30
日
（
月
）

申
請
方
法

必
要
書
類
を
準
備
し
、
環
境
管
理

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

予
算
を
超
え
て
申
請
が
あ
っ
た
場

合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
設
備
の
設
置
か
ら
支
払
い

ま
で
完
了
し
た
あ
と
、
実
績
報
告
書

を
令
和
７
年
１
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
条
件
な
ど
に
つ
い
て
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

町からのおしらせ　～ Information ～

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
費
補
助
金

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
費
補
助
金

結
婚
新
生
活

支
援
事
業
費
補
助
金

令
和
６
年
度
紀
北
町
太
陽
光
発
電

設
備
等
設
置
費
補
助
金

令
和
６
年
度
紀
北
町
太
陽
光
発
電

設
備
等
設
置
費
補
助
金

令
和
６
年
度
紀
北
町
太
陽
光
発
電

設
備
等
設
置
費
補
助
金

太陽光発電設備 蓄電池

中古・リース不可
※その他詳細な条
件有

中古・リース不可
太陽光発電設備と
併せて設置する場
合のみ
15 万 5 千円 / kWh
以下（工事費込み・
税抜き）
※その他詳細な条
件有

固定買取価格制度による売電をする方

（FIT、FIPなどの認定を受ける方）は対象と

なりません。

住宅１戸につき１回、かつ、補助対象者１人

につき１回、50 万円を限度として、補助金

を交付します。

7 万円 /kW
※5kWが限度

蓄電池の価格
（工事費込み・税抜
き）の3分の1
※5kWが限度

規
格
な
ど

補
助
額
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　恋人へのプロポーズ、両親への感謝の気持ち…など、明るい
内容なら何でもOK！あなたのメッセージを会場内のスピー
カーで放送し、直後に打ち上げ花火がドカンと夜空を彩ります。
● 料金　1 万円、3万円、7 万円 ※記念に模擬玉貯金箱（火薬
　 の入っていない花火の玉）のおまけ付き
● 申し込み方法
　 申込用紙に必要事項を記入の上、お申し込みください。
　 ※申込用紙は、燈籠祭ホームページからダウンロードして
　 いただくか、ふれあい広場マンドロ、本庁商工観光課に設
　 置してあります。
● 申込期限　7 月 5 日（金）
　 ※決定およびお支払いについては、お申し　
　 込みされた方に直接お電話にてご案内します。
　 ※延期の場合でもキャンセルはできません　 
　 のでご了承ください。

　ふれあい広場マンドロでは毎週月～土曜日の午後
7時30分から大燈籠の製作作業を行っています。簡単
な作業も多くありますので、お気軽に参加をお願い
します。町民全員の力で燈籠祭を成功させましょう! !

きほく燈籠祭は、皆さまのご協賛により運営しています。
本年もこれまでと変わらぬご支援を賜りますようお願いいたします。

　当日、お身体が不自由などで車いすを使用されてい
る方を対象に、会場内に「車いす専用観覧席」を設置
します。ご利用される方は事前にお申し込みください。
● 利用時間　午後 4時～10 時
　 ※利用者１名につき介助人2名まで
● 申込期限　7月 1日（月）
● 申し込み方法
　 電話またはFAXでお申し込みください。
　 ※席に限りがありますので、お早めにお申し込み
　 ください。

「車いす専用観覧席」利用者募集 メッセージ花火の募集【10組限定】※先着順

大燈籠製作に参加しませんか？

ご協賛のお願い

２０２４２０２４

～熊野古道世界遺産登録20周年～～熊野古道世界遺産登録20周年～

7月27日（土） 7月27日（土） 
※荒天の場合順延※荒天の場合順延開催場所

長島港
開催場所

長島港

【問い合わせ・申し込み】紀北町燈籠祭実行委員会（ふれあい広場「マンドロ」内）℡ 080（8705）2612　FAX 050（3488）1769
きほく燈籠祭ホームページ　https://www.touroumaturi.com/　E メール　kihokutourou@gmail.com

　5月 8日（水）、大燈籠と色鮮やかな花火が夜空
を彩る「きほく燈籠祭」の成功に向けて決起大
会が行われました。

『 きほく燈籠祭 』決起大会
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チャレンジチャレンジチャレンジ！！！3か月3か月3か月
第１回実施中第１回実施中

● 第１回チャレンジ期間

5月1日（水）～7月31日（水）
詳しくは町ホームページへ

食事と運動の目標を決めよう！

目標クリアにチャレンジしよう！

両方クリアで１ポイント！

30ポイント貯まったら応募しよう！

そのままチャレンジを続けよう！

1

2

3

4

5

チャレンジ参加方法ちょい減らし＋10

紀北町立老人ホーム赤羽寮は、「養護老人ホーム」と「特別養護老人ホーム」が併設された施設です。
それぞれの施設の特徴と、入所の手続きについて説明します。

紀北町立老人ホーム赤羽寮は、「養護老人ホーム」と「特別養護老人ホーム」が併設された施設です。
それぞれの施設の特徴と、入所の手続きについて説明します。

　養護老人ホームは経済的・環境的な事情などにより「ご自宅での生活が困難な方」
を対象にした施設で、市町村の保護措置として入所が可能な施設です。

● 定員など

入所者数20名／定員50名（令和6年5月1日現在）

● 対象

〇65歳以上の方で介護の必要がない方

〇経済的・環境的理由で在宅での生活が困難な方

（経済的な困窮、身寄りがなく一人で生活が困難、

虐待の恐れなど）

● 利用料

利用料は食費、居住費込みで、本人の収入額に

応じて負担可能額が算定されます。（およそ前年

の収入額の5％前後が月額となります。）

　医療費や理美容代、個人的な買い物などは本人

の負担となります。

● 入所手続き

①相談…本庁福祉保健課、海山総合支所福祉環境

室または地域包括支援センターに相談してくださ

い。

②入所申し込み…本庁福祉保健課または海山総合

支所福祉環境室窓口に申込書を提出

③実地調査…町の担当者などによりご自宅で状況

調査を行います。

④入所審査…関係機関による入所判定を行います。

⑤入所…入所審査で入所決定がされたら、入所期

日を調整の上、入所となります。

養護老人ホーム

紀北町立 老人ホーム赤羽寮紀北町立 紀北町立 老人ホーム赤羽寮老人ホーム赤羽寮
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有料広告

まずはお話を聞きたい方、入所をお考えの方はお気軽に相談してください。

【問い合わせ】老人ホーム赤羽寮　℡（47）1830　本庁福祉保健課　℡（46）3122
　　　　　　  海山総合支所福祉環境室　℡（32）3904

まずはお話を聞きたい方、入所をお考えの方はお気軽に相談してください。

【問い合わせ】老人ホーム赤羽寮　℡（47）1830　本庁福祉保健課　℡（46）3122
　　　　　　 海山総合支所福祉環境室　℡（32）3904

　特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）は、介護が必要な方に対して入浴、食事
など日常生活を送るための支援などを行う施設です。

● 定員など

入所者数35名／定員50名（令和6年5月1日現在）

● 対象

〇65歳以上の方で要介護度 3以上の認定を受け

ている方

※入所にあたっては、あらかじめ介護認定を受け

る必要があります。

● 入所手続き

　すでにほかの介護サービスを受けている方は担

当のケアマネジャーに相談してください。初めて

介護サービスを利用する場合は赤羽寮に相談して

ください。

● 利用料（日額）

　介護度および収入状況に応じて算定されます。

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）

※「社会福祉法人などによる低所得者に対する利用者負
担額軽減制度」年間収入・預貯金額などにより軽減措置
があります。また、別途「サービス提供加算」など加・
減算があります。

介護度

３

４

５

食費
施設

サービス費
※軽減制度などあり

732 円

802 円

871 円

居住費
（多床室）

所得に
応じて

0円～
1,380円

所得に
応じて

0円～
840円
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Kihoku PlaybackNews
&

Topics まちの話題

第 22回
魚跳渓谷アマゴ釣り大会

4/29　銚子川流域

　銚子川漁業協同組合によるアマゴ釣り大会が開催され

ました。県内外から46人の参加者がポイントや仕掛けを

変えるなど試行錯誤しながら釣りを楽しみました。

消防団入退団式

消防団入退団式が行われ、退団者・昇任者・入団者へ

の辞令交付が行われました。

4/27 海山公民館

遠足

矢口小学校の児童が遠足で大白公園を訪れました。児童は遊具や海で遊びながら自然豊かな大白公園を満喫してい

ました。

4/26　大白公園
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森林環境教育「紀北育」

　みえ森と緑の県民税を活用して森林環境教育に取り組む「紀北育」が行われました。間伐された町有林をフィール

ドに、１年生がロープワークやハンモック遊びを通して楽しみながら地域の自然を学びました。

5/10　三船中学校

陸上記録会

　紀北町陸上競技協会が主催する記録会。砲丸投げや

100ｍ走、走り幅跳びなどの種目が行われ、参加者たち

は自己ベストの更新を目指し一生懸命競技に臨んでいま

した。

5/11　海山グラウンド

磯体験
5/11　船越海岸

　海山いきいき子ども学園で「磯体験～タイドプールの

生き物～」が行われました。潮の引いた磯にあらわれる

タイドプール（潮だまり）の中を観察したり、そこにす

む生き物を採ったりしていました。
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町
営
住
宅
の
入
居
希
望
者
を
募
集

し
ま
す
。

入
居
予
定
日　

８
月
14
日
（
水
）

募
集
期
間

６
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

※

応
募
者
が
い
な
い
場
合
は
、
随
時

募
集
と
し
ま
す
。

募
集
団
地
・
間
取
り
・
家
賃
（
月
額
）

○
志
子
第
２
団
地
（
２
階
）　

１
戸

２
L
D
K
（
L
D
K
・
和
１
・
洋
１
・

浴
室
・
洗
面
・
ト
イ
レ
）

２
２
，
２
０
０
〜
３
３
，
１
０
０
円

※

申
し
込
み
多
数
の
と
き
は
選
考
に

な
り
ま
す
。

※

収
入
に
よ
っ
て
家
賃
が
変
わ
り
ま

す
。

※

ほ
か
に
も
随
時
募
集
し
て
い
る
町

営
住
宅
が
あ
り
ま
す
。

※

応
募
基
準
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

本
庁
建
設
課

℡（
46
）
３
１
２
０

海
山
総
合
支
所
産
業
建
設
室

℡（
32
）
３
９
０
３

　

三
重
県
警
察
で
は
、
三
重
県
の
治

安
を
守
る
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

警
察
の
仕
事
は
、「
町
の
平
和
」
を

守
る
こ
と
で
す
。
三
重
県
警
察
で
働

く
職
員
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
「
個

性
」
を
発
揮
し
な
が
ら
、
日
々
の
業

務
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

誰
か
の
た
め
に
自
分
ら
し
さ
を
生

か
せ
る
活
躍
の
場
が
こ
こ
（
三
重
）

に
は
必
ず
あ
り
ま
す
。

試
験
名

警
察
官
A
（
２
回
目
）、
警
察
官
B
、

警
察
事
務
B
、
警
察
事
務
C

申
込
期
間

７
月
19
日
（
金
）
〜
８
月
26
日
（
月
）

第
１
次
試
験
日

警
察
官
A
・
B　
　

９
月
22
日
（
日
）

警
察
事
務
B
・
C

９
月
29
日
（
日
）

※

受
験
資
格
・
試
験
種
目
・
採
用
予

定
数
は
、
三
重
県
警
察
採
用
情
報
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

尾
鷲
警
察
署

℡（
25
）
０
１
１
０

　
「
子
育
て
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
紀
北
町
社
協
が
取
り
組

ん
で
い
る
循
環
型
社
会
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
ご
自
宅
に
保
管
し
て
あ
る
育

児
用
品
を
、
紀
北
町
社
協
へ
提
供
し

て
い
た
だ
き
、
今
必
要
な
方
が
自
由

に
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
と
い
う
内
容

で
す
。
今
年
は
、
７
月
13
日
（
土
）
に

開
催
し
ま
す
。

対
象

ベ
ビ
ー
用
品
、
子
ど
も
服
（
１
２
０

㎝
ま
で
）、
絵
本
、
お
も
ち
ゃ
、
ラ
ン

ド
セ
ル
、
学
生
服
、
自
転
車
な
ど

※

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
破
損
・
故
障
品

は
対
象
外

募
集
期
間

６
月
３
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
・
持
ち
込
み
場
所
】

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

℡（
47
）
０
７
２
５

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
海
山
支
所

℡（
32
）
３
３
５
５

　

紀
北
町
で
は
２
０
５
０
年
二
酸
化

炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
実
現
を
目
指

し
行
動
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
三

重
県
の
事
業
に
協
力
し
て
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
の
共
同
購
入
事
業

「
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽
光
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
購
入
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り

紀
北
町
の
住
宅
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
・

蓄
電
池
の
導
入
を
推
進
し
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

共
同
購
入
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
し
た
お
得
な
価
格
が
提
示
さ

れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
加
登
録
を
行
っ
た
だ
け

で
、
購
入
や
契
約
が
決
ま
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

後
日
見
積
書
を
ご
確
認
い
た
だ
い

た
上
で
、
改
め
て
購
入
や
契
約
の
判

断
を
行
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
参
加
登
録
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

三重 みんなのおうちに太陽光 ▲キャンペーンの
詳細はこちら

募
集

〜
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽
光
〜

太
陽
光
発
電
設
備

共
同
購
入
の
お
し
ら
せ

（
住
宅
用
）

町
営
住
宅

入
居
希
望
者
募
集

お
し
ら
せ

建
設
課

三
重
県

警
察
職
員
募
集

尾
鷲
警
察
署

育
児
用
品

大
募
集
！

紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会

環
境
管
理
課

詳しくは
こちら
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参
加
登
録
期
間

９
月
４
日
（
水
）
ま
で

共
同
購
入
の
問
い
合
わ
せ

三
重
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽
光
事

務
局

℡（
０
１
２
０
）
７
２
８
３
０
０

受
付
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
環
境
管
理
課

℡（
46
）
３
１
２
１

海
山
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

℡（
32
）
３
９
０
４

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
自

分
で
医
療
機
関
に
電
話
し
、
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

対
象　

紀
北
町
に
住
民
票
が
あ
る
方

で
、
接
種
日
に
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
65
歳
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、

腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
ま
た

は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
方

※

過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は

対
象
外
で
す
。

助
成
回
数　

１
回

自
己
負
担
金　

３
千
円

接
種
場
所　

県
内
の
医
療
機
関

※

県
外
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
福
祉
保
健
課

℡（
46
）
３
１
２
２

令
和
６
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

『
だ
れ
も
が
ど
れ
も

　
　
　
　
　

選
べ
る
社
会
に
』

　

男
性
と
女
性
が
、職
場
で
、学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ま
一

人
一
人
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
第
２
次
紀
北
町
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
に
よ
り
「
誰
も
が

元
気
に
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み
え
」
が
実
施

す
る
各
種
行
事
案
内
な
ど
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
情
報
提
供
コ
ー

ナ
ー
を
本
庁
町
民
ホ
ー
ル
に
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

本
庁
総
務
課

℡（
46
）
３
１
１
１

学
校
で
使
わ
れ
て
い
る
教
科
書
に

関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　

６
月
14
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
３
日
（
水
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　

紀
北
教
育
会
館
１
階
大
ホ
ー

ル
（
相
賀
）

【
問
い
合
わ
せ
】

教
育
委
員
会
本
庁
学
校
教
育
課

℡（
46
）
３
１
２
４

　

が
ん
治
療
体
験
者
に
よ
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

が
ん
と
向
き
合
い
、
が
ん
と
共
生

し
な
が
ら
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く

た
め
の
ヒ
ン
ト
を
体
験
談
を
も
と
に

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
28
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

三
重
県
尾
鷲
庁
舎
（
尾
鷲
市

坂
場
西
町
１
番
１
号
）

参
加
費　

無
料

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
３
）
１
６
１
６

高
齢
者
肺
炎
球
菌

定
期
接
種

福
祉
保
健
課

令
和
６
年
度
教
科
書

展
示
会
の
お
し
ら
せ

学
校
教
育
課

男
女
共
同
参
画
週
間

６
月
23
日
（
日
）
〜

29
日
（
土
）

総
務
課

が
ん
患
者
と
家
族
の
方

の
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

（
要
申
込
）in
東
紀
州

三
重
県
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

有料広告
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８
０
２
０
運
動
と
は
「
80
歳
に
な
っ

て
も
20
本
以
上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」

と
い
う
運
動
で
す
。
20
本
以
上
の
歯

が
あ
れ
ば
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満
足
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
紀
北
町
で
は
国
保
特
定

健
診
の
結
果
で
「
ほ
と
ん
ど
か
め
な

い
」
の
割
合
が
県
内
で
い
ち
ば
ん
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、
歯
と
歯
茎
に
た
ま
っ

た
プ
ラ
ー
ク
に
住
み
着
く
「
歯
周
病

菌
」
に
よ
っ
て
起
こ
る
感
染
症
で
、

歯
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
歯
茎
に
炎

症
を
起
こ
し
ま
す
。
初
期
に
は
歯
茎

の
腫
れ
や
出
血
が
み
ら
れ
、
放
っ
て

お
く
と
歯
を
支
え
る
骨
（
歯
槽
骨
）

を
も
溶
か
す
た
め
、
歯
が
抜
け
落
ち

て
し
ま
い
ま
す
。
実
に
30
歳
以
上
の

約
３
人
に
２
人
が
歯
周
病
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い
た
め
、「
気
付
い
た
時
に
は

重
症
化
し
て
い
た
」
な
ん
て
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

歯
周
病
菌
や
歯
茎
で
生
じ
た
炎
症

物
質
が
、
歯
茎
の
血
管
か
ら
血
流
に

の
っ
て
全
身
に
感
染
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
中
で
も
糖
尿
病
は
、
歯
周

病
と
相
互
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
の
早
期
発
見
は
、
歯
の
喪

失
を
防
ぎ
、
全
身
の
健
康
維
持
に
役

立
ち
ま
す
。
町
で
は
紀
北
町
に
住
所

を
有
す
る
40
歳
、
50
歳
、
60
歳
、
70

歳
に
な
る
方
、
妊
娠
中
の
方
を
対
象

に
、
歯
周
病
検
診
（
無
料
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
受
診
券
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
検
診
を
受
け
て
、
お
口
の
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
以
外
の
方
も
定
期
的
に
歯
科

検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
お
口
の
健

康
を
キ
ー
プ
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、

今
の
自
分
の
お
口
が
ど
の
よ
う
な
状

態
か
を
知
る
た
め
に
歯
科
検
診
の
受

診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

けんこうの広場

⻭
を
⾒
せ
て  

笑
え
る
今
を  

未
来
に
も

６
⽉
４
⽇
〜
10
⽇
は

﹃
⻭
﹄
と
﹃
⼝
﹄
の
健
康
週
間
で
す

町内の「 健康 」に関するイベントや、最新情報をお届けします！

８
０
２
０
運
動
を

ご
存
じ
で
す
か
？

歯
を
失
う
原
因

第
１
位
は
歯
周
病

歯
周
病
が
全
身
に
及
ぼ
す

怖
い
影
響

歯
と
全
身
の
健
康
を
守
る

歯
周
病
検
診

　

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
て
も
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が
多

く
、
放
置
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
進

行
す
る
こ
と
も
あ
り
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
が
重
要
で
す
。

　

町
で
は
対
象
に
な
る
方
に
指
定
の
医
療

機
関
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま

す
。

期
間　

７
月
１
日
（
月
）
〜
令
和
７
年
３

月
31
日
（
月
）

対
象　

紀
北
町
に
住
所
を
有
す
る
次
の
方

○
本
年
度
満
40
歳
に
な
る
方

（
昭
和
59
年
４
月
１
日
〜
昭
和
60
年
３
月

31
日
生
）

※

満
40
歳
に
な
る
方
に
は
案
内
通
知
を

発
送
し
ま
す
。

○
本
年
度
満
41
歳
以
上
に
な
る
方

（
昭
和
59
年
３
月
31
日
以
前
生
）
で
過
去

に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た
こ
と
が

な
い
方

※

受
診
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

費
用　

無
料

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

（
指
定
医
療
機
関
）

歯周病は歯を失うだけでなく
全身の病気と大きく関わっています

ごえんごえんごえん
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けんこうの広場

けんこうの広場に関する問い合わせ、申し込みは本庁福祉保健課（℡46-3122）までお願いします。問い合わせ

鍋に湯を沸かし、ホウレン草を入れて1 分ほど茹で、水にとり、水気をよく絞って

3cm幅に切る。ニンジンは細切りにして500Ｗで 1 分 30秒レンジにかけておく。

厚揚げは油抜きをし、水気をとってから包丁で表面を薄く切り取り、切り取った部分

を千切りにする。

残った豆腐部分をしっかりとつぶし、２と【A】の調味料を加えて、よく混ぜ合わせる。
３の中に１の野菜とすりごまを加え、あえれば完成！

１

２

３
４

作り⽅
厚揚げ…………………150g

白すりごま………大さじ 1

ホウレン草……1/3束（60g）

ニンジン………1/5本（30g）

【A】

砂糖 ………………大さじ 1

みそ ………………小さじ 1

材料（2⼈分）

厚揚げのカルシウムは牛乳の2倍！サッと作れて栄養満点

の「厚揚げの白あえ」を作ってみましょう。

エネルギー……174kcal　たんぱく質……10.0g　脂質 ……11.0g
炭水化物 ……8.9g　塩分 ……0.4g

厚揚げの⽩あえ

　厚揚げは水切りする必要がありません。そのため、あとか

ら水が出ず、調味料も少なくてすみ、減塩にもなります。また

厚揚げには、カルシウムや鉄分が豊富に含まれているので、

どの年代の方にもぜひ食べてほしい食品の一つです。

point !
厚揚げは油抜きしなくても食べられま
す。しかし、油っぽさやカロリーが気にな
る方は油抜きをして作ってくださいね。

!

師による妊娠中の健康管理などの話や、おむつ交換などの育
児体験を実施します。
持ち物：母子健康手帳、筆記用具

６月の健康カレンダー

お子さまのイベント

●  パパママ教室
日時：6 月 27 日（木）午前 10 時～ 11 時
場所：東長島公民館　申し込み：6 月 20 日（木）まで
内容：妊婦さんとその配偶者（パートナー）を対象に、助産

お父さんお母さんのイベント

診療時間　午前9時～午後5時
※受診希望の方は、事前に電話でご連絡ください。
※日程や時間は変更がある場合がありますので
ご注意ください。
●詳しくは、救急医療情報センター
（℡ 059-229-1199）にお問い合わせください。

こころの健康相談

紀北医師会休日診療当番表

日時・場所　ご相談に応じます。
対象 こころの健康に関する悩みを持つ方やご家族など

※上記以外は、尾鷲総合病院で対応します。

● 幼児健診
日程：6 月 13 日（木）
場所：海山公民館
※対象者には郵送で通知いたします。
● すくすく子育て相談
日時：6 月 19 日（水）午前 10 時～11 時
（受付：午前 10 時～ 10 時 30 分）
場所：海山総合支所別館 2 階けんこうの広場
申し込み：不要
内容：子育てに関する各種相談、身体計測など
持ち物：母子健康手帳

か と う 小 児 科

日

日

日

6/2

6/9

6/23

月日 曜日 病 院　名

℡47-3341

電　　話
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6 月の新刊案内図書室だより
海山図書室から 紀伊長島図書室から

「図書名」/著者名

■一般図書
「鼓動」/葉真中顕
「あいにくあんたのためじゃない」/ 柚木麻子
「ひとり生きる 人生は幕引き直前まで面白い」/ 堀文子
「クレーム対応以前の『お客様対応』お怒り対応マニュ
アル」/ 川合健三

■児童図書
「パンダのおさじと ふりかけパンダ」/ 柴田ケイコ
「うたおう！かえるのがっしょう」/ 岡本敏明
「ふしぎ駄菓子屋 銭天堂 吉凶通り１」/ 廣嶋玲子

KIHOKU TOWN LIBRARY

「図書名」/著者名

■一般図書
「熊楠さん、世界を歩く。冒険と学問のマンダラへ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /松居竜五
「経済評論家の父から息子への手紙  お金と人生と幸せ
について」/山崎元

■児童図書
「傷だらけの僕らは、それでもいつか光をみつける」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /汐見夏衛
「17歳のビオトープ」/清水晴木
「おしりたんてい あらたなる かいとう」/トロル

今月のピックアップ 今月のピックアップ

● 海山図書室・紀伊長島図書室
　   【開室時間】火～金曜日 /午前９時～午後６時　土・日曜日 /午前９時～午後５時 ※正午～午後１時閉室
　   【休室日】月曜日、祝日、年末年始（12月29日～翌年1月 3日）

※返却期限を過ぎている本をお持ちの方は、返却をお願いします。
【問い合わせ】　海山図書室  ℡ 32-3915 ／ 紀伊長島図書室  ℡ 47- 3906

　両図書室では、7月に世界遺産登録 20周年を迎える熊野古道の関
連本やパンフレットを展示中です。
　より多くの方に訪れていただけ
るよう、語り部さんおすすめの本
や古道歩きのお役立ち情報など熊
野古道の魅力をたくさん紹介して
いますので、ぜひお立ち寄りくだ
さい。【展示期間】6 月 1日（土）～
7 月 31 日（水）

「俺たちの箱根駅伝
（上・下）」
池井戸潤

文芸春秋

「アルプス席の母」
早見和真

小学館

日時 6 月 15 日（土）
　　　午前 11 時～
場所　海山図書室
手遊びやわらべ歌を交えて、雨
の日にピッタリの絵本の読み聞
かせをします♪
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戸籍の窓
【令和6年4月1日～30日受付分】

（敬称略）
本人または、親族の方の了承を得て掲載しています。

お
誕
生
お
め
で
と
う  

住　

所　

子
の
名
前　
　

保
護
者

東
長
島　

清
水　

凛
生　

徹
也

相　

賀　

井
上　

楓
大　

康

住　

所　

氏　

名　
　
　
（
年
齢
）

東
長
島　

鬼
頭　

昌
之　
（
85
歳
）

長　

島　

山
下　

純
吉

（
75
歳
）

長　

島　

浦　

と
り
子

（
103
歳
）

長　

島　

東　

ま
み
子

（
89
歳
）

東
長
島　

大
屋　
　
　

（
69
歳
）

長　

島　

武
村　

房
一

（
86
歳
）

東
長
島　

浅
野　

さ
だ

（
94
歳
）

三　

浦　

北
村　

光
哉

（
87
歳
）

長　

島　

東　
　

八
穗

（
100
歳
）

東
長
島　

谷
口　

卓
己

（
81
歳
）

島
勝
浦　

三
宅
代
美
子

（
86
歳
）

相　

賀　

上
村　

祥
妃

（
31
歳
）

相　

賀　

玉
津　

弘
美

（
86
歳
）

便
ノ
山　

山
岡　

鎭
雄

（
84
歳
）

馬　

瀬　

籔
本
田
鶴
子

（
95
歳
）

上　

里　

籔
本
い
と
ゑ

（
90
歳
）

引
本
浦　

中
山
み
ど
り

（
87
歳
）

船　

津　

疇
地　

素
代

（
65
歳
）

【
３
月
届
け
出
】

船　

津　

北
村　

三
雄

（
87
歳
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

【
令
和
６
年
４
月
1
日
〜
30
日
受
付
分
】

善
意
を
あ
り
が
と
う

〜
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
〜

（
敬
称
略
）

長　

島　
　

浦　
　

廣　
　
　

 

二
万
円

長　

島　
　

東　

長
生　
　
　

 

三
万
円

長　

島　
　

浦　
　

廣　
　
　

二
万
円

長　

島　
　

東　

長
生　
　
　

三
万
円

弁護士による無料法律相談を次のとおり 2会

場にて開催します。困り事、争い事の法律的な

ご相談をお受けします。秘密は厳守します。お

気軽にご相談ください。

※相談時間は１名30分以内で、定員は各場所５

名です。相談を希望される方は、前日までにご

予約をお願いします。

※同一内容での相談は原則1回限りです。
※キャンセルされる場合は前日までにご連絡く

ださい。

※紀北町を訴訟相手とする場合、相談内容が訴

訟中で、現在裁判所で審理中の場合、当事者間

に係争がある場合の双方同時の相談は原則とし

て利用できません。

【問い合わせ・申し込み】
本庁住民課　℡46-3117

心肺蘇生法とAEDの取り扱いを習って、もし

ものときに備えましょう。

日時　6月 9日（日）　午後 1時～ 4時
場所　紀伊長島消防署
※申し込みは前日までにお願いします。

【問い合わせ・申し込み】
紀伊長島消防署　℡47- 0001

無料法律相談（予約制）

普通救命講習

日 程 時 間 場 所

午前10時30分～正午

午後1時～2時
社会福祉会館

1階

生涯学習センター
2階

午後2時30分～5時

6月
19日（水）
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2024.6
N
o.224

（
令
和
6
年
5
月
1
日
現
在
) ※
外
国
人
を
含
む

■
人
口
：
13,990

人
■
世
帯
数
：
7,692

世
帯

■
男
：
6,631

人
　
　

女
：
7,359

人

〒
519-3292

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
東
長
島
769

番
地
1

TEL 0597  (46)  3113　
　
FA
X 0597 （

47） 5908
（
直
通
）

（
直
通
）

4月24日（水）に赤羽川漁業協同組合によるアユとアマゴの稚魚放流が行われ、赤羽小・
中学校の児童・生徒が参加しました。バケツに入った稚魚を川に放ち、元気に泳いでい
く様子を見届けていました。

稚魚放流

　「にじいろスマイル」のコーナーに掲載希望の方は、誕生月の
前月の10日までにお申し込みください。

申し込みはこちらから

鮒田　澪ちゃん

令和 5年6月 21日生まれ

＜東長島＞豪・友美さん

みお

いつも笑顔いっぱい、にぃに大好き澪ちゃ
ん♡心も体も逞しく大きくなってね♪

木村　旭ちゃん

令和 5年6月 11 日生まれ

＜東長島＞吉昭・有香理さん

あさひ

みんなを笑顔にしてくれるあさひ
すくすく元気に育ってね！大好きだよ

東　楓夏ちゃん

令和 5年6月 27 日生まれ

＜中里＞佑・麻奈さん

ふうか

ふうちゃん１歳おめでとう！いっぱい
笑って元気に大きくなってね♡！
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